
せ

た
の
は
、

料
な
ど
の

今
ま
で
通

国
の
示
す

来
な
く
な
る
の
で
す
。
こ
の
た

め、

の

於

さ

一

り

l-―

円
と
そ
れ
ぞ
れ
二
円
の
増
頌
に
な
っはれ

一
昭
和
三
十

一
般
会
歳
入
歳
出

九
一
、
―
―
―
九
<
―
1
0

＾
円

九
0
、0

ー
八
、
九
―
―
六
円

の
認
定

三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
一

日

に

招

れ

、

会

期

六

日

間

、

同

月

一

二

十

の

通
り
可

主
な
る

歳
出

‘
―
―
―
六
四
、
七
六
―
―
円

、
二
＾
八
、
―
―
四
円

歳
出

数

二
十

年

七
四
＾
、
六
立
立
円

，
七
四
七
、
一
七
立
円

二
、
九
四
―
―
-
、
さ
―
―
円

-
r
六
―
―
四
、
立
―
-
＝
円

可
ど

1

9

9

1

1

9

1

1

1

f

9

1

,

I

I

l

1

ー

ー

ー

ー

9

1

9

9

l

l

l

J
入`

三

月

定

例

町

議

会

i
tク

t
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.
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'
i
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.
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‘
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t
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＜
 
ぶら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
開
設

五
六
、
一
ぎ
一

一
六
、
四
立
四
千
円

冥
八
六
立
千
円

六
六
九
千
円

｝
に
改
め
る

一
食
ニ
ニ

一
食
二
七

――

-
0
0円
。

r

一
四

0
円
。

つ
な
い
で
飼
っ
て
他
人

け
な
い
よ

9
に
し
て

こ

の

た

め

町

で

は

、

補

助

け
て
、
鹿
野
川
公
園
の
隣
接
地
に
、

ツ
ー
ゾ
ー
、
プ
ラ
ン
コ
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
、
ス
ペ
リ
台
な
ど
の
遊
具
を

設
置
し
｀
四
月
一
日
よ
り
開
園
し
ま

し
た
0

鹿
野
川
周
辺
の
子
供
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
r

町
内
の
皆
さ
ん
の
家
如

連
れ
の
行
楽
に
、
御
利
用
下
さ
い
。

鹿

野

川

公

園

、

地

は

、

私
達
の
憩
の
場
所
で
あ
り
、
町
外
か

ら
の
観
光
客
も
常
に
行
楽
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。

施
設
や
樹
木
を
大
切
に
し
て
、
い
つ

も
き
れ
い
な
場
所
と
す
る
よ
う
に
、

協
力
下
さ
い
。

病
予
防
注
射
は
次
の

五
日
r

宇
和
川
、
正
山
、

日
、
岩
谷
、

鹿
防
注
け
る

一
、
保
険
料
の
還
付

保
険
料
を
前
納
し
た
が
、

に
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
国

民
年
金
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
月
以
降

の
保
険
料
は
か
え
さ
れ
る
。
ま
た
、

前
納
し
た
人
が
途
中
で
死
亡
し
た
と

き
も
、
死
亡
し
た
月
以
降
の
保
険
料

は
還
付
さ
れ
、
保
険
料
を
納
め
始
め

て

三

年

以

上

経

っ

て

苓

れ

死

亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
。

二
、
保
険
科
の

鑑

札

、

注

射

済

の

は

必

ず

犬

の
首
わ
に
つ
け
て
お
く
こ
と
、
紛

失

し

た

と

き

は

再

交

付

を

て

い
。

時

は

二

年

で

あ

る

か

こ

れ

す

ぎ

る

と

そ

れ

ま

で
の
保
険
料
は
納
め
ら
れ
な
く
な
る
。

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
能
力
が

な
い
も
の
と
し
て
、
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
人
が
、
そ
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
は
、
一

0
年
前
の
期
間
分
ま
で
ざ

か
の
ぼ
っ
て
｀
免
除
さ
れ
た
保
険
料

の
全
部
又
は
一
部
を
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

=
-
、
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
ど
う
た

る
か
イ
滞
納
し
た
場
合
の
処
分

そ
の
年
度
の
保
険
科
は
、
翌
年

の
四
月
末
日
を
す
ぎ
る
と
印
紙
に

よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
納
付
書
に
よ
り
現

め
る
こ
と
に
な
る
こ
と

三
月
二

0
日

ら
せ
し
た

も
た
お

り

六
文
化
財
保
護
条
例
の
設
定

中
学
校

徊
謀
に

の

因

五

セ

ソ

ク

ー

使

用

料

条

例

の

正。
小
学
校

園
児
草
遊
園
地
は

ど
と
同
じ
ょ
う
に
強
制

徴
収
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ロ
滞
納
し
た
場
合
の
不
利

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
滞

誓
分
を
受
け
る
事
が
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
加
入
者
が
身
体
に
障

害
を
受
け
た
場
合
に
障
害
年
金
が

も
ら
え
た
か
っ
た
り
、
夫
が
浣
亡

し
た
場
合
に
母
子
年
金
が
も
ら
え

な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
年
金

ざ
え
も
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

四
、
保
険
料
は
所
得
税
か
ら
控
除

国
民
年
金
の
保
険
料
は
国
民
健
康

保
喚
税
等
と
同
じ
ょ
う
に
所
得
税
や

県
民
税
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
五
〕

五
、
固
も
半
額
を
負
担

国
民
年
金
は
、
国
も
そ
の
給
付
に

あ
て
る
た
め
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

負
担
す
る
。
そ
の
額
は
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
二
分
の
一
で
あ
る
。

つ
ま
見
保
険
料
を
一

0
0円
納

め
れ
ば
、
国
が
五

0
円
を
出
し
、
あ

わ
せ
て
一
五

0
円
と
し
、
一
五

0
円

納
め
れ
ば
r

国
が
七
五
円
出
し
て
ニ

二
在
円
と
し
て
積
み
立
て
る
筏
か
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
人
に
も
納
め

た
人
と
同
様
に
国
か
ら
五

0
円
、
又

は
七
五
円
出
し
て
積
み
立
て
て
お
き
、

将

来

の

年

支

払

に

使

用

す

る

。

六

、

他

の

り

負

担

が

．

多
い
。

四
肱
川
町
農
業
共
済
条
例
の
改
正

し
等
の
制
度
が
出
来
る
。

つ
い
て

の
改
正

三
特
別
職
r

で
家
屋
内
外
の
大
掃
除
を

ざ
い
。
部
落
毎
に
相
談
し
て
一
斉

て
下
さ
い
。

つ



「名誉町民」 故綾井章江氏を悼む

私
達
の
信
頼
と
尊
故
の
的
で
あ
り
ま
し
た
先
生
が
、
昨
年
十
一
月
突
然
病
床
に
ふ
さ
れ
、
御
親

族
を
は
じ
め
知
己
、
同
友
の
顕
い
も
空
し
く
、
本
年
三
月
二
十
二
日
、
卒
然
と
し
て
不
帰
の
客
と

な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
町
民
に
と
り
、
こ
の
上
も
な
い
哀
し
み
で
あ
り
ま
す
。
か
え
り

み

ま

す

と

先

生

は

、

明

治

四

十

五

年

東

京

市

立

日

本

医

学

校

を

卒

業

さ

れ

、

東

京

に

お

い

て

医

院

自

至

を
開
業
さ
れ
る
傍
ら
、
都
の
衛
生
婦
人
会
長
と
し
て
、
結
核
予
防
運
動
や
家
庭
環
境
衛
生
の
普
及
大
二
働
＿

o！
八
こ
―
―

巡
動
、
災
害
救
助
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
る
等
数
々
の
実
績
と
献
身
的
な
活
躍
に
よ
り
、
警
祝
総
監
大
八
曹
四
ー
六
＂
四

や

東

京

市

長

よ

り

表

彰

を

受

け

ら

れ

ま

し

た

。

昭

六

魯

五

i
-
0
鬱
六

昭
和
三
十
二
年
に
、
当
町
に
帰
郷
さ
れ
て
か
ら
は
、
町
議
会
議
員
に
当
選
（
昭
和
二
十
二
年
）
さ
一
〇
疇
七

--110
こ――

、
自
治
発
展
の
た
め
に
男
も
及
ば
ぬ
働
一
〇
。
九

l
―
八
願
―
二

れ
、
文
化
委
員
、
議
会
選
出
教
育
委
員
等
を
兼
任
さ
れ
て

き
を
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
教
育
行
政
」
に
注
目
。
一
早
く
、
教
育
百
年
の
計
の
た
め
に
中
学
校
一
ー

1・
九
ー
ニ

0
こ
―
-

統
合
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
今
日
の
基
礎
を
培
わ
れ
ま
し
た
功
績
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
一
五
。
四

-
1
1
0
こ――

き
ま
せ
ん
。
又
｀
一
方
社
会
福
祉
事
業
を
璽
視
さ
れ
、
民
生
委
員
｀
町
婦
人
会
長
、
母
子
福
祉
会
ニ
ニ
命
四
ー
ニ
六
•
四

長
と
し
て
、
終
戦
後
の
社
会
情
勢
の
厳
変
に
即
応
し
て
、
各
団
体
の
育
成
発
展
に
県
命
な
努
力
を
二
二
R
八
ー
現
在

つ
づ
け
ら
れ
、
次
々
と
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
、
そ
の
掲
人
会
、
は
子
福
祉
会
は
今
日
尚
、
め
ざ
ま
ニ
ニ

°
-
o
i現
在

し
い
活
躍
を
続
け
て
い
る
の

C
あ

り

ま

す

。

二

三

。

四

ー

ニ

五

こ

―

―

又
、
県
、
郡
関
係
に
沿
い
て
は
各
種
団
体
の
指
導
者
と
し
て
、
そ
の
力
批
を
発
揮
さ
れ
p

そ

の

数

二

三

。

四

i
三
五
こ
―
―

二
三
。
四

l
現

在

々
の
染
績
は
広
く
町
内
外
の
人
た
ち
の
称
讃
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
3

こ
の
こ
と
は
「
貯
蓄
推
進
運
動
」
に
お
け
る
大
蔵
大
臣
、
及
び
日
銀
総
裁
よ
り
の
表
彰
を
は
じ
め
二
四
魯
四
！
三
ニ
・
三

社
会
教
育
社
会
事
業
、
そ
の
他
各
分
野
で
の
多
く
の
受
賞
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
森
り
ま
す
。
特
に
二
叫
疇
四
ー
ニ
六
こ
―
―

先
生
の
終
生
の
大
事
業
と
し
て
全
精
力
を
そ
そ
が
れ
た
の
は
、
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
二
六
傘
四
ー
三
〇
鬱
三

と
、
母
子
福
祉
活
動
の
促
進
、
組
織
の
拡
充
強
化
で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
目
的
達
成
の
た
め
二
五
。
四
し
視
在

に
は
組
織
の
必
要
を
痛
惑
さ
れ
、
社
会
的
経
済
的
な
特
殊
事
情
に
お
か
れ
て
い
る
母
子
家
庭
を
結
二
六
。
四

i
三

0
鬱
四

集
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
、
愛
媛
県
紺
人
更
生
会
を
結
成
（
そ
の
後
愛
媛
県
母
子
福
祉
連
合
会
二
六
。
六
！
三
六
疇
六

と
改
称
）
。
県
下
母
子
家
庭
の
唯
一

0
自
主
的
団
体
と
し
て
、
そ
の
相
互
扶
助
と
向
上
に
努
力
さ
二
六
＇
ヽ
七

i
三
五
鵬

-
0

れ
つ

A
あ
り
ま
し
た
が
、
会
は
年
を
追
っ
て
発
展
を
と
げ
｀
昭
和
三
十
六
年
八
月
に
は
財
団
法
人
二
六
。
七

l
現

在

愛

媛

県

母

子

福

祉

連

合

会

の

発

足

を

見

た

の

で

あ

り

ま

す

。

二

六

魯

七

し

現

在

二
七
曾
七
i
現

在

一
八
像
ー
ニ
ー

ttiO、
主

こ
こ
に
於
て
先
生
は
、
い
よ
い
よ
最
後
の
目
的
で
あ
る
「
会
活
動
の
拠
点
」
母
子
福
祉
セ
ン
ク
ー

建
設
に
着
手
、
非
常
な
熱
意
で
高
令
も
か
え
り
み
ず
、
県
下
各
地
を
行
脚
、
母
子
セ
ン
ク
ー
の
必
二
九
こ
一
ー
現
祖
．

要
性
を
説
き
、
会
員
の
意
児
を
ま
と
め
る
一
方
、
県
当
局
を
始
め
各
種
団
体
へ
の
運
動
を
展
開
さ

三

四

。

五

ー

現

在

れ
建
設
実
現
へ
の
途
を
開
ら
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
生
の
熱
情
と
努
力
は
、
会
館
と
と
も
に
消
え
る
こ
と
な
く
、
愛
媛
母
子
家
庭
の
心
の
灯
と
三
四
魯
五

l
現

在

．

、

＿

―

-

五

鬱

四

！

現

在

た
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

＇
こ
の
よ

9
な
先
生
の
生
涯
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
し
叉
、
師
範
と
し
て
永
く
尊
崇
お
く
三
五
鬱
四

i
現

在

三
五
R
九

l
現

在

、
あ
た
は
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
0
,

三
．
五
層
ー
ニ

t
三
八
。
七

町
が
、
名
誉
町
民
の
称
号
を
お
汝
く
り
し
た
の
も
、
こ
の
私
た
ち
の
心
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
、・

三

五

編

一

〇

し

現

在

か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

三

六

。

四

ー

現

在

心
か
ら
の
感
謝
の
を
捧
』
乃
た
い

昭
和
三
十
九
年
一
1

ー
ニ
十
土
日
、
例
の
な
い
愛
媛
県
母
子
福
祉
連
合
会
葬
を

9
け
ら
れ
、
知
事
を

三
六
疇
七

i
現

在

は
じ
め
、
全
国
冬
り
馳
せ
参
じ
ら
れ
た
各
界
有
志
、
同
友
等
一
千
余
名
に
見
守
れ
て
、
つ
い

三
七
。
四

i
現

在

に
そ
の
生
涯
の
墓
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
主
す
。

、
三
七
専
四
！
三
七
'
。
―
ニ

今
、
私
た
ち
の
上
談
役
で
あ
り
偉
大
な
指
導
者
で
あ
ら
れ
た
先
生
を
失
い
ま
し
た
。
し
か
し

私
た
ち
は
そ
の
昂
た
ど
り
、
そ
の
先
に
先
生
の
意
図
を
継
い
で
新
し
い
足
を
踏
み
出
さ
ね
ば
三
七
層
一
〇

な

ら

た

い

と

思

い

そ

れ

が

何

よ

り

の

で

あ

り

、

後

進

の

者

の

と

思

う

の

で

あ

り

。

睾
砿
恐
中

略

要

現
住
地
に
於
て
医
院
開
業

東
京
京
橋
病
院
勤
務

東
京
帝
国
大
学
物
療
内
科
介
補

東
京
銀
座
に
て
医
院
涅
業

東
京
警
視
庁
管
内
亀
戸
衛
生
婦
人
会
長

結
核
予
防
東
京
婦
人
委
員
中
央
常
任
理
事

司
法
保
蔑
委
員
、
東
京
人
事
調
停
委
員

肱
川
村
議
会
議
員

婦
人
身
上
相
談
員
嘱
託

大
谷
小
学
校
々
医
嘱
託

民
生
委
員

肱
川
村
婦
人
会
長

肱
川
村
母
子
福
祉
会
長

喜
多
郡
連
合
婦
人
会
長

愛
媛
県
連
合
婦
人
会
副
会
長

愛
媛
県
連
合
婦
人
会
長

愛
媛
県
児
童
福
祉
審
瞬
委
員

肱
川
村
険
会
議
員

愛
媛
県
共
同
募
金
会
委
員

国
民
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
袖
力
委
員

愛
媛
県
児
童
憲
章
普
及
委
員
、
児
童
憲
章
制
定
審
膜
会
委
員

財
団
法
人
愛
媛
県
母
子
福
祉
連
合
会
長

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
翫
会
理
事

瓢
雙
揺
認
藷
戸
鱈
疇
鰭
委
員

民

生

委

員

靖
国
神
社
奉
讃
会
委
員

肱
川
町
老
友
会
副
会
長

肱
川
町
民
生
委
員
協
議
会
副
会
長

全
国
未
亡
人
団
体
協
議
会
理
事

愛
媛
県
教
育
文
化
賞
推
薦
委
員

貯
蓄
推
進
協
力
委
員

愛
媛
県
婦
人
保
護
対
策
協
議
会
常
任
理
事

肱
川
町
共
同
募
金
会
副
会
長

愛
媛
県
内
職
協
議
会
委
員

肱
川
町
公
民
館
連
営
委
員

愛
媛
県
戦
没
者
慰
霊
塔
建
設
期
成
同
盟
芸
常
任
理
事

愛
媛
県
慰
霊
塔
除
幕
式
並
び
に
慰
霊
祭
出
席
の
た
め
喝
沖
縄
へ
県
代
表
と
し
て
派
遣

歴

項

｝、

‘‘
 ー



第

5価格

当り）

4
 

◎
椎
茸
保
管
庫
出
来
上
る
。

県
森
林
組
合
連
合
会
で
い

共
同
販
売
所
へ
椎
茸
保
管
声

中
で
あ
っ
た
が
、
三
月
十
4
i

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
写

と
な
る
が
、
こ
の
保
管
庫
嘉

の
で
、
安
心
し
て
出
荷
出
土

も
変
る
こ
と
な
く
虫
害
の
、
＇
ぃ

く
な
り
相
場
の
高
い
と
き
七

管
し
て
森
く
こ
と
が
出
来
ス

な
り
、
椎
茸
生
産
者
に
と
っ

し
い
事
で
あ
る
。

保
管
の
希
望
者
は
、
出
荷
す
る
場
合

組
合
の
方
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

◎
肱
川
町
森
林
組
合
青
年
部
結
成

三
月
二
十
三
日
、
肱
川
町
役
場
に

於
て
、
設
立
総
会
を
開

役
員
選
任
を
行
な
っ
た

規
約
の
内
容
、

g

は
左
の
通
り
で
4

第
二
条
．
本
青
ば

組
合
の
組
ム

弟
に
し
て
、

に
同
意
す
て

組
織
す
る
。

第

三

青

て

4月 15日

4 0 0箱
, 1,6妬円

1,ol0” 
710 " 

ヽ

n日才
宇
伸
の
五

a
、
前

ば
る
。

4
 の
確
保

5
個
別
、
経
営
計
画
の

6
協
同
組
合
精
神
の
普

7
其
の
他
部
員
の
社
会
的
経
済
的

地
位
の
向
上
を
期
す
る
た
め
に

必
要
な

な
姦
こ
の

川
、
大

支
部
と

項
の
事

役

員

部

長
支
部
長

三

好

男

沖

野

（

大

谷

）

兼

高

誠

生

和

川

）

林

組

冒／＼

n
 

Iーー
|
_
1
'ー
ー

l
J
V

四
〇

ー

の

生

産

性

向

上

2
集
約
的
な
短
伐
期
経
済
林
の
造

成
5
 

便
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外
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4。20 

五

合
補
助

そ
の
他

一
五
八
千
円

―
二
名

四
一
名

ロ
農
地
調
整
五
八
千
円

委
員
会
八
回
審
議
ー
ニ

0
件

農

地

相

談

二

0
件

ハ
特
別
事
業
四
二
千
円

正

九

戸四
回

ホ

一
千
円

一
四
千

幽
千
円

ポ

河

川

費

四

四

千

円

大
地
地
す
ぺ
り
防
止
対
策

二

一

ヘ

つ
け

の
別
を
は
っ
き
り
記
入
し

て
お
い
て
下
さ
い
。
肱
川

叩
途
計
画

0

玄

、

ま

で
持
込
ん
で
下
さ
い
。

口

調
査
設
計
費

ハ
橋
梁
維
持
修
繕

千
円
六
0
千
円

ロ
定 営

燥
類
型

地
区
部
落
懇
談
会
五
二
回

4。20
5 R〇

i 

1
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肱川土場木材相場表
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391 48 

41 l 48 

411 48 

55 55 

58 59 

58 50 

381 45 

18 I 21 

18 I 21 

2 11 2 1 

26 26 

6 I 11 
42 55 

1m 
につ

き

5
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15 

他

00 

マツバルプ

26 | 25 0 0 0 
本表は肱川町内の

自動車土場の価格

です（オ当り）

、
七
、
九
日

ま
で
毎
日

奇
数
日

七
四
一

―
一
線

四
二
九
千
円

111" 
/ 

二
名

酪
晨
経
営
省
力
化
事
業
補
助

1
0
0千
円

養
鴎
組
合
補
助
二

0
千
円

和
牛
預
託
事
業
利
子
補
助
四
七

千
円

一
千
円

近

五

0
0千
円

共
同
化
資
金
二

0
0
0千
円

ヘ
士
地
改
良
事
業

調

査

計

画

八

一

千

円

土
地
改
良
区
補
助
一

0
0千
円

負
担
金
一
五
千
円

ト
資
金
効
策
ニ
ー
七
千
円

近
代
化
資
金
利
子
補
給
-
c
 

給―
―
 

天

期
間
五
月
―
―
一
日
よ
り
二
十
五
日

頃
ま
で

二
、
委
託
加
工
科

組

合

員

キ

ロ

当

り

II 

芸
買
入
価
格
（
キ
ロ
当
り
）

三

日

！

七

日

三

八

i
三
三
円

八
日

i
十

二

日

三

ニ

ー

三

0
円

十
三
日

i
十
七
日
二
九
ー
ニ
五
円

日

以

降

ー

十

五

円

ニ
ニ
円

一
七
円

み
の
季
節
が
参
り
ま

し
た
0

今
年
、
か
な
り
早
く
芽
が

伸
ん
で
い
ま
す
の
で
、
若
芽
滴
み
を

す
る
よ
う
、
心
が
け
て
下
さ
い
。

製
茶
は
次
の
要
領
で
、
行
い
ま
す
の

で
、
一
葉
で
も
多
く
出
荷
し
て
頂
き

ま

す

よ

う

げ

ま

茶
の

に
つ
い
て



事

教
育
委
員
会

長

上田男
明

安実

務
l名

上田
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田
田

員
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